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ブドウ‘巨峰’の含核率の向上について
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1．目　　的

　ブドウ四倍体品種は一般に樹勢が強く，花粉稔性・胚のう稔性とも劣り含呼数が少ないことが

多い。含呼数が少ないほど，四倍体品種の特性である大粒性が損なわれ，商品価値が低くなる。

‘巨峰’はその代表とも言え，小粒無核果が多くなり易く，栽培上の問題点の1つとなってい

る。

　この様な無核性は樹勢が強い場合に著しく高まり，施肥過多（特に窒素過多）により助長され

る。本研究室で栽培している‘巨峰’は植栽後7年を経過し，成木となっているが，樹勢が強

く，通常のi整房をした場合にも有核果率が著しく低い・‘巨峰’の場合はジベレリン処理による

無核果の肥大処理効果は悪い。また軸・果梗が著しく硬化することもあり，ジベレリン処理は実

用化されていない・商品価値の高い‘巨峰’を生産するためには，最低でも1個，できれば2個

の種子を含む果実を作ることが必要である。

　有核果率を高める方法として胚のう形成期の樹勢を低下させることにより花房内の養分バラ

ンスを調節することが重要である。そこで本塁においては，生長抑制剤B－9［N一（ジメチル

アミノ）一スクシンアミド酸コ処理による含核率向上を試みたので報告する・

2．材料及び方法

　7年生‘巨峰’（イプリッドフラン台）樹6本を供試した・壁際6～7枚の若い結果枝にB－

9の100倍及び150倍液を全面散布した。花房は通常の整房を行い，有核果と無核果の区別の明瞭

となった6月下旬に第1表に示した項目につき調査を行った。また対照区及びB－9処理区の一

部に摘心処理（展開葉で12枚の時）を加えた。断根処理は1樹について行い，主幹から1mを除

き，約20cmの深さで全面深耕とした・

3．結果及び考察

　対照区において，枝直径と有核果率には正の相関が見られ，枝直径が10cmを超えると有核果

率は著しく低下した・またその時の結実数も著しく少なく，ほとんどが一果房に必要な有核粒数
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　B一一9の100倍液及び150倍液処理区において，枝直径と有核果率には相関が見られなくなり，

特に100倍液処理区では無相関であった（第2，3図）。　有核果数はいずれの処理区においても

著しく多くなったが，　100倍液処理区においてはほとんどの果房が20粒以上の有核果を着果した

（第2，3図）。

100

　
　
　
　

　
　
5
0

有
核
果
率
幽
（
％
）

O

…
　
　
　
5
0
　
　
　
　
0

有
核
果
数
／
1
果
房

O

●

　
　
O
　
　O

●
●
●

o
o
o
o
o
o

　
　
　
・
禽
轟
。
．

o
　
●
●
○

　
●
　
　
8

　
　
●
●
●
●

　
　
o
o
o
8

　
●
　
●

　
○
●
●

　
　
　
　
●
●

　
　
　
O

。
・
・
％
3

●
●

　
　
　
O

●
●

　
　
　
　
一
．
。

　
　
　
　
一

　
　
　
　
一

　
　
　
　
一

　
　
　
　
｝

　　

@　

　　

@　

p

　　

@　

ｾ
．

●
　
●
●

　
　
　
　
　
“

詔
．
．
著

　　

@
。
・
．
♂
ゴ

．
翼

　　
@　
@…

　　

@　

﨟
D

891011121314151617
　　　　　　結果枝第1節間径（mm）

第2図　B－9（150倍液）処理による有核果率の向上

　　　　　　●；無摘芯　○；摘芯

　摘心処理には3つの処理区のいずれにおいても明瞭な有核果数の向上は認められなかった。た

だし，摘心は花振防止には有効であった・

　果房の着生位置と有核果率（数）の間にはいずれの処理区においても一定の関係が見られた。

すなわち，1番果が有核果粒数，有核果率とも最も低く，2番果，3番果となるほどこれらの値

は高くなる傾向が認められた（第1表）・

　種子数が多いほど果実は大きくなり，B－9処理区では含核数が多くなることから，対照区

（無処理区）に比べ，B－9処理区で平均果粒重が多くなった（第2表）。この場合，明瞭な有

意差は認められなかったが，B－9処理で含核数に対する粒重がすべての処理区で上まわったこ

とは，B－9の抑制効果による果実の生育阻害がないことを意味する・

　断根処理は有核果数を最も高めたが，これは三根がやや強すぎ，樹勢の衰弱が影響した。この

ために，必要な結果枝数が得られず，また得られた結果枝も葉数が不足し，地核数の向上とは逆
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に小粒となった（第2表）・

第1表　B－9処理が果実の着粒並びに有核果の増加に及ぼす効果

処理縫。霧b輩講 一果房当りの　　富有核　　一果房当りの　　有核果

結果粒数。果粒数　有核果粒数。率（％）

対照　　35
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　392　　　　11．2　　±　　2．6

　523　　　　14．9　　±　　2．6

　194　　　　21．6　　±　　8．6

1，109　　　　14．2　　±　　1．9

1，094　　　　31．3　　±　　5．8

1，258　　　　　35．9　　±　　5．1

　501　　　　31．3　　±　　5．5

2，853　　　33．2　±　 3．4

　832　　　　25．2　　±　　4．6

　947　　　　31．6　　±　　5．9

　250　　　　27．8　　±　　7．3

2，029　　　　28．2　　±　　3．3
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35．5

21。8

44．0

45．1

46．6

44．9
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40．5

a．結果枝の第1節間径が10mm以上のものを供試した。
b．結果枝の基部から先端に向って1，2，3番果とした。

c・95％の信頼限界。

第2表　B－9処理及び断根処理が巨峰果実の生長に及ぼす効果

処　理
供　試　　果粒の
　　　　　　　　　　果恒数
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a・95％の信頼限界
b・W／V
c・主幹の囲り（径2m）を残し，深さ20　cmで全面深耕
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　以上の結果から，樹勢によりB－9処理の濃度を検討する必要はあるが，100～150倍液を勢い

の強い結果枝に，展葉6葉期に全面散布する方法は有核果率の向上に有効であると言える。断根

処理は，その処理程度の判断が難しいために，行わない方が無難であるゐ
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